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村の財政状況をお知らせします村の財政状況をお知らせします

決算総括表

国民健康保険事業

老 人 保 健 事 業

介 護 保 険 事 業

東海駅西土地区画整理事業

東海駅東土地区画整理事業

東海駅西第二土地区画整理事業

中央土地区画整理事業

公 共 下水道事業

総 計

157億1,638万2千円

19億1,630万1千円

21億5,565万7千円

7億8,538万7千円

8,172万9千円

5億6,563万7千円

4億5,313万9千円

1億4,003万8千円

17億9,359万円

236億786万円

一 般 会 計

会 計 別 歳入累計（Ａ）歳出累計（Ｂ）歳入歳出差引額（Ｃ）

（Ａ-Ｂ）

翌年度繰越財源（Ｄ）

151億1,864万円

18億1,245万2千円

20億6,246万6千円

7億4,183万3千円

3,594万7千円

4億9,182万6千円

3億961万2千円

1億1,632万2千円

16億9,955万8千円

223億8,865万6千円

特

別

会

計

5億9,774万2千円

1億384万9千円

9,319万1千円

4,355万4千円

4,578万2千円

7,381万1千円

1億4,352万7千円

2,371万6千円

9,403万2千円

12億1,920万4千円

6,224万7千円

0

0

0

3,534万9千円

4,690万3千円

3,013万2千円

0

2,865万5千円

2億328万6千円

5億3,549万5千円

1億384万9千円

9,319万1千円

4,355万4千円

1,043万3千円

2,690万8千円

1億1,339万5千円

2,371万6千円

6,537万7千円

10億1,591万8千円

一般会計　歳入

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

地方消費税交付金

自動車取得税交付税

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金および負担金

使用料および手数料

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

諸 収 入

合 計

1億5,278万3千円

1億9,701万8千円

3億3,459万8千円

7,420万3千円

1億9,309万4千円

889万5千円

746万8千円

1億3,974万2千円

1億3,484万7千円

2,531万9千円

0

1億4,436万4千円

1億2,313万8千円

15億3,546万9千円

その他の内訳

軽 自 動 車 税

特別土地保有税

合 計

4,004万6千円

2,504万2千円

6,508万8千円

その他の村税の内訳

実 質 収 支 額
（ 純 剰 余 金 ）
（Ｃ-Ｄ）

科 目 別 決 算 額



● 3

　

　平成13年度一般会計の決算額は、歳入157億1,638

万2千円、対予算執行率100.5％（前年度147億6,374

万1千円、執行率101.5％）、歳出151億1,864万円、

対予算執行率96.7％（前年度141億1,190万5千円、執

行率97.0％）でした。

　前年度に比べて歳入は、国庫支出金、繰越金、繰

入金、諸収入などが減少しましたが、村税、村債な

どが増加したことにより9億5,264万1千円（伸率6.5

％）の増となりました。

　一方、歳出は、常陸那珂港整備負担金の増、財政

調整基金積立金の増、児童福祉施設整備基金および

公立学校施設整備基金の新規積立などにより総額で

10億673万5千円（伸率7.1％）の増となっています。

　歳入から歳出を差し引いた形式収支は5億9,774万

2千円で、そのうち翌年度に繰越すべき財源6,224万

7千円を差し引いた純剰余金である実質収支は、5億

3,549万5千円の黒字となりました。

　なお、決算額を当初予算比較でみると、歳入は

6.2％の増、歳出は2.2％の増でありました。特別会

計については、決算総括表をご覧ください。

一般会計の決算概況

科 目 別 決 算 額性 質 別 決 算 額

■人件費……特別職、議員、常勤および非常勤職員

などに対する報酬、給与などの支払いに要する経

費。

■扶助費……生活扶助や医療扶助などの社会保障費

の支払いに要する経費。

■公債費……村の借入金の元金返済、利息の支払い

に要する経費。

■普通建設事業費……各種工事費などの支払いに要

する経費。

　歳出内容を性質に基づき分類したものです。 　歳出内容を予算の計上科目に基づき分類したものです。

■補助事業……国の補助金により実施する事業。

■単独事業……村の一般財源により実施する事業。

■県営事業負担金……県事業として村内の施設整備

を実施する場合の村負担金。

■補助費等……各種補助金などの支払いに要する経

費。

■繰出金……一般会計から特別会計への支出に要す

る経費。

■積立金……財政調整基金や各種目的基金に積み立

てするための経費。

■投資および出資金……水道会計、病院会計、法人

などへの出資に要する経費。

一般会計　歳出

用語の解説
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◆白方小学校区◆

一般会計予算執行状況
【歳　入】

【歳　出】

　

　歳入については調定総額の執行率が66.7％、歳出

にいては負担行為総額の執行率が57.4％と、順調な

執行状況となっています。特に歳入では、村税の調

定額が102.6％となっており、ほぼ予算額どおり収

入される見込みとなっています。反対に国県支出

金、繰入金、村債の執行率は低い状況にあります

が、国県支出金については、年度後半に交付決定さ

れるものが多いため、執行率が低くなっています。

　繰入金は貯金の取り崩し、地方債は借入金です

が、歳出の執行状況を見ながら、年度後半に執行を

予定しているため、執行率が低くなっています。

今年度の一般会計の執行状況は

次のとおりです
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村債（借入金）の現在高

国（年金、郵便貯金資金）

国（簡易保険資金）

公営企業金融公庫

銀 行 等

全 国 自 治 協 会

環 境 事 業 団

茨城県市町村振興協会

茨 城 県

計

国（年金、郵便貯金資金）

国（簡易保険資金）

公営企業金融公庫

銀 行 等

計

合 計

借 入 先

62億2,643万1千円

20億9,363万5千円

6億3,088万8千円

5億8,912万9千円

3,802万6千円

1億7,300万円

7,392万円

3億9,382万9千円

102億1,885万8千円

37億139万5千円

27億1,512万3千円

28億5,022万4千円

480万円

92億7,154万2千円

194億9,040万円

現 在 高

一

般

会

計

下
水
道
会
計

財 政 調 整 基 金

奨 学 基 金

芸 術 振 興 基 金

国 際 交 流 基 金

地 域 福 祉 基 金

総 合 福 祉 建 設 基 金

石神小学校建設基金

国民年金印紙購入基金

臨界事故事後対策基金

総合福祉施設運営基金

公立学校施設整備基金

児童福祉施設整備基金

国民健康保険支払準備基金

介護給付費準備基金

合 計

22億3,627万2千円

1億4,225万4千円

1,000万円

1,873万9千円

2億1,129万3千円

4億1,010万3千円

11億6,664万6千円

3,000万円

249万8千円

8,806万7千円

5億4千円

3億2千円

4,869万5千円

534万4千円

51億6,991万7千円

特別会計　歳入・歳出状況

基金（積立金）の状況

平成13年度決算と平成14年度執行状況の詳しい内容については、　
企画総務部企画財政課財政係（　282局1711　内線1332）へお問い合わせください。
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　９月30日任期満了をもって、東海村助役を退

任いたしました。村民の皆さまには大変お世話

になり、ありがとうございました。

　東海村では、この激動する時代の中、村の将

来像を定める「とうかい21世紀プラン」を村民参画

の基に策定し、村民・企業・行政が一体となっ

て推進しております。また、原子力施設の事故

等を踏まえ、原子力安全モデル自治体を目指

し、共存の道を歩みだしております。懸案の常

陸那珂地区については、建設から利用の段階を

迎えております。これらの発展的潜在力を生か

し、より安全で安心して健康に暮らせ、活力に

満ちた潤いのある地域社会を実現できる新たな

時代に入りつつあります。

　このような節目に、職員・助役を通じ36年余

り、村の歴史的有為な時代に、微力ながら職責

の一端を果たすことができましたことは、村民

の皆さまのご指導ご支援のおかげであります。

謹んでお礼を申し上げますとともに、村民の皆

さまのご多幸とご発展を心からお祈り申し上

げ、退任のごあいさつとさせていただきます。

　このたび、９月議会でご同意をいただき、東

海村助役に就任し、村政の一端を担うことにな

りました。

　厳しさを増す財政状況や地方分権の進展の中

で、地方行政は大きな変革期を迎えておりま

す。このような変化の激しい時代の行政運営

も、従来のやり方にとらわれず、新たな発想と

手法で対処していくことが求められてきており

ます。

　幸い、東海村は他の自治体に比べて有利な条

件をたくさん有しております。これらを現実の

ものとしていくためには、一つ一つ施策として

実現していくことが大切であると考えておりま

す。当面は、「とうかい21世紀プラン」の着実な推

進を通じて、村民の皆さまにとって希望の持て

る地域社会づくりを目指していくことが、私に

課せられた責務と受け止めております。

　これまでの経験を基に、東海村のために、微

力ではございますが、精いっぱい努力してまい
べん

る所存でございますので、一層のご指導とご鞭
たつ

撻を心からお願い申し上げます。

前東海村助役
はぎ の や ひろし

萩野谷　博
（Ｓ15.6.23生）

退任のごあいさつ

新東海村助役
まし こ ち かつ

増子　千勝
（Ｓ28.6.24生）

就任のごあいさつ

昭和41年２月東海村職

員となり、都市計画課

長、企画課長、企画総務

部長等を歴任。平成10年

10月助役に就任以来、１

期４年間、村の発展と

的確な行政運営に貢献。

昭和52年４月茨城県職

員となり、近代美術館

普及課長、環境政策課

課長補佐等を歴任。平

成13年４月、東海村政策

審議室長となり、平成

14年10月助役に就任。

　

平
成
十
四
年
第
三
回
東
海
村
議
会
定
例
会
が
、
九
月

三
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
二
十
四
日
間
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
請
願
一
件
が
文
教
厚
生
委
員

会
に
付
託
さ
れ
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
陳
情
等
に

つ
い
て
は
議
席
配
布
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
提
出
さ
れ

た
議
案
は
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
萩
野
谷
助

役
の
退
任
に
伴
う
増
子
千
勝
さ
ん
の
選
任
に
つ
い
て
も

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案

●
議
提
第
八
号
…
東
海
村
議
会
議
員
定
数
条
例
に
つ
い

て
●
議
提
第
九
号
…
道
路
整
備
の
充
実
と
財
源
確
保
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

●
議
提
第
十
号
…
原
子
力
発
電
所
点
検
作
業
記
録
に
係

る
不
正
に
関
す
る
意
見
書

　

請　
　

願

●
請
願
第
十
四
―
六
号
…
患
者
の
窓
口
負
担
、
保
険
料

引
き
上
げ
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る

請
願
／
茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
代
表
委
員
・

渋
谷
淳
司（
文
教
厚
生
委
員
会
付
託
）

　

陳　
　

情

●
陳
情
第
十
四
―
三
号
…
「
県
立
高
校
の
統
廃
合
を
や

め
、
地
域
の
高
校
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
提
出
」に

関
す
る
陳
情
／
茨
城
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
ひ
た

ち
な
か
支
部
長
・
佐
川
廣
文

　

問

合

せ

　

議
会
事
務
局
（　

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
２
８
１
）

傍

聴

席
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村職員の給与および職員数を公表します
　村ではおよそ460人の職員が、福祉、医療、教育、土木、消防など住民の生活に密接した仕事を行っ

ています。今月号では住民の皆さんに一層のご理解をいただくために、効率的な行政システムの確立

を目指した「東海村行政改革大綱」に基づき、「東海村職員の給与および職員数の状況」を公表します。

村職員の給与

村の職員数

区分

平成14年度

平成13年度

議会

４人

４人

総務

71人

69人

税務

18人

16人

農水

13人

14人

商工

３人

３人

土木

26人

27人

民生

64人

61人

衛生

30人

27人

一般行政小計

229人

221人

区分

平成14年度

平成13年度

教育

88人

89人

消防

53人

53人

特別行政小計

141人

142人

病院

42人

40人

水道

12人

13人

下水道

14人

15人

その他

25人

25人

公営企業等小計

93人

93人

総合計

463人

456人

●部門別職員数の状況（Ｈ14.４.1）

●定員適正化計画の進ちょく状況（Ｈ14.４.１現在　単位：人）

●平成13年度人件費の状況（普通会計決算）

区　　分

平成13年度

人　　口

34,639人

歳出額（Ａ）

15,098,462千円

実質収支

535,495千円

人件費（Ｂ）

3,390,242千円

人件費率（Ｂ/Ａ）

22.5％

平成12年度人件費比率

24.3％

●職員の平均給料月額と平均年齢の状況（Ｈ14.４.１）

※「人口」は平成14年３月31日現在の住民基本台帳人口

●特別職の給与等の状況（Ｈ14.４.１）

給料・報酬月額

850,000円

658,000円

616,000円

616,000円

区　　分

議　　長

副 議 長

議　　員

給料・報酬月額

430,000円

388,000円

367,000円

区　　分

村　　長

助　　役

収 入 役

教 育 長

●職員の初任給の状況（Ｈ14.４.１）

行政職

174,400円

141,900円

174,400円

141,900円

技能労務職

――

139,000円

――

139,000円

消防職

190,000円

160,200円

――

――

大学卒

高校卒

大学卒

高校卒

区　　分

村

国

●職員手当の状況（Ｈ14.４.１）

６月期

12月期

３月期

計

期末手当

1.45月分

1.55月分

0.55月分

3.55月分

勤勉手当

0.60月分

0.55月分

――月分

1.15月分

区　　分

期末手当

勤勉手当

支 給 率

自己都合

21.0 月分

33.75月分

41.25月分

60.0 月分

勧奨・定年

28.875月分

44.55 月分

54.45 月分

62.7  月分

区　　分

勤続20年

勤続25年

勤続30年

最高限度額

退職手当

支給割合

部門

一般行政

特別行政

公営企業等

総　　計

区分

計画目標値：実績値

計画目標値：実績値

計画目標値：実績値

計画目標値：実績値

前計画

実績値

243：228

135：137

 76： 90

454：455

平成13年

（１年目）

224：221

142：142

 90： 93

456：456

平成14年

（２年目）

231：229

143：141

 93： 93

467：463

平成15年

（３年目）

234：――

142：――

 92：――

468：――

平成16年

（４年目）

234：――

142：――

 89：――

465：――

平成17年

（５年目）

233：――

142：――

 89：――

464：――

※計画期間は平成13年からの５年間

※「その他」は国民健康保険事業・老人保険事業・土地区画整理事業・介護保険事業に係る職員の人数

※国と同じ支給割合（率）

※期末・勤勉手当の支給割合は、対前年度比較で0.05月分の減

※期末手当ての支給割合（3.55月分/年）

●問合せ　企画総務部人事課人事係（　282-1711　内線1322）

平均給料月額

350,466円

平均年齢

42.3歳

平均給料月額

303,371円
平均年齢

50.0歳

一般行政職 技能労務職
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近
ご
ろ
、
女
性
は
強
く
な
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
社
会
の
中

で
は
「
女
性
は
家
庭
」と
い
う
風
潮
が
見

ら
れ
、
女
性
の
社
会
進
出
を
妨
げ
て
い

ま
す
。
村
は
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い

男
女
共
同
参
画
社
会
の
構
築
の
た
め
、

各
種
施
策
の
実
施
や
検
討
を
行
い
、
さ

ら
な
る
推
進
の
た
め
条
例
化
を
目
指
し

て
い
ま
す
が
、
課
題
と
し
て
行
政
自
ら

の
改
革
と
社
会
全
体
の
意
識
改
革
が
望

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

女
性
の
積
極
的
な
社
会
進
出
を
妨
げ

る
い
わ
れ
の
な
い
中
傷
や
、
能
力
を
持

ち
な
が
ら
家
事
に
縛
ら
れ
仕
事
を
辞
め

る
な
ど
の
現
実
に
対
し
て
、
女
性
・
男

性
の
性
別
に
関
係
な
く
、
共
同
で
参
加

で
き
る
社
会
の
構
築
が
望
ま
れ
ま
す
。

一
方
、
「
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
が

制
定
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
が
、
地
方
行

政
の
先
進
地
か
ど
う
か
の
重
要
な
指
標

に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
茨
城
県
内

で
は
五
つ
の
市
町
で
条
例
化
さ
れ
、
さ

ら
に
多
く
の
市
町
村
が
追
随
す
る
動
き

が
あ
り
、
村
も
条
例
化
に
向
け
て
着
実

に
前
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
課
題

解
決
に
は
、
ま
ず
行
政
が
変
わ
ら
ね
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
足
掛

か
り
に「
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
・
レ

イ
ン
ボ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
21
（
平
成
十
三
年
～

十
七
年
度
）
」を
策
定
し
、
全
庁
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
主
な
も
の
と
し

て
、
女
性
の
登
用
率
が
低
い
各
種
審
議

会
や
委
員
会
へ
登
用
率
三
十
パ
ー
セ
ン

ト
の
目
標
設
定
（
現
在
二
十
五
・
四
三

パ
ー
セ
ン
ト
）や
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

の
開
催
に
よ
り
、
職
員
の
意
識
改
革
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

条
例
化
と
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
看
板
を
掲
げ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

本
来
は
女
性
も
男
性
も
、
性
別
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
個
性
と
能
力
を
最

大
限
発
揮
で
き
る
社
会
が
理
想
で
あ

り
、
内
容
が
伴
わ
な
い
条
例
化
は
意
味

の
な
い
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。
条
例
の

内
容
に
よ
っ
て
は
、
行
政
や
事
業
者
に

縛
り
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
き
ま

す
。
村
は
時
間
が
か
か
っ
て
も「
レ
イ
ン

ボ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
21
」に
掲
げ
た
目
標
を
着

実
に
推
進
し
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
結

果
と
し
て
条
例
化
を
目
指
し
ま
す
。

○
　

推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
と
し

て
、
ま
ず
は
無
作
為
に
抽
出
し
た
村
民

の
方
々
二
千
人
（
男
女
各
千
人
）を
対
象

に
住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
今

月
末
に
は
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
対
象
と
な
っ
た
方
に
は
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
さ
ら
に
男
性
を
対

象
と
し
た
「
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室

（
今
月
三
十
日
予
定
）」を
開
催
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

現
状
と
課
題

　

今
後
の
取
り
組
み

　

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

こ
の
事
業
は
、
行
動
計
画
の
策
定
に
参

画
さ
れ
た
方
々
を
中
心
に
、
推
進
策
を

検
討
す
る
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た「
男

女
共
同
参
画
推
進
会
議
」（
越
塚
ゆ
か
り

委
員
長
、
委
員
数
十
人
）が
主
催
す
る
も

の
で
、
男
性
も
日
常
的
な
食
事
作
り
が

で
き
る
よ
う
に
と
、
料
理
の
基
本
を
学

ぶ
も
の
で
す
。
今
後
も
、
村
民
の
皆
さ

ん
の
男
女
共
同
参
画
推
進
に
対
す
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

企
画
総
務
部
自
治
推
進
課
ハ
ー
モ

ニ
ー
・
交
流
係（　

282
局
１
７
１
１　

内

線
１
３
４
３
）

　

問
合
せ

●「国際婦人年（1975年）」を受けて総理府に「婦人問題企画推

進本部」設置（1975年）

●男女雇用機会均等法の制定（1985年）

●「女子差別撤廃条約」署名（1986年）

●男女共同参画推進本部設置（1994年）

●男女共同参画社会基本法の公布・施行（1999年）

●男女共同参画基本計画策定（2000年）

●配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律

の全施行（2002年）

●婦人問題を担当する課として生活福祉部青少年婦人課を

設置（1978年）

●茨城県女性対策推進本部を設置（1990年）

●いばらきローズプラン21を策定（1991年）

●いばらきハーモニープランを策定（1996年）

●福祉部女性青少年課から知事公室に組織替え（1999年）

●茨城県男女共同参画推進条例施行（2001年）

●茨城県男女共同参画基本計画策定（2002年）

●第３次総合計画後期計画の社会教育の振興の中で、「男

女共生社会の推進」が位置付けされる（1996年）

●企画総務部総務課に女性行政係を設置（1998年）

●全職員対象の男女共同参画社会づくりアンケート実施

（1998年）

●東海村男女共同参画行動計画策定委員会設置（1998年）

●東海村男女共同参画行動計画「レインボービジョン21」策

定（2001年）

●企画総務部総務課から企画総務部自治推進課ハーモ

ニー・交流係に組織替え（2002年）

●役場内の「セクシャルハラスメント防止規程（仮称）」の制

定および「セクシャルハラスメント防止指針（仮称）」の策

定への取り組み（2002年）

国・県・村の女性行政の動き

国

県

村
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今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
季
節
で
す

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
空
気
中
に
飛

び
散
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

が
体
内
に
入
る
こ
と
で
感
染
し
、
感
染

力
や
全
身
症
状
の
強
さ
か
ら
風
邪
と
は

区
別
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
気
管

支
炎
、
肺
炎
な
ど
を
併
発
し
、
重
症
化

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
正
し

い
知
識
と
日
ご
ろ
の
予
防
が
大
切
で

す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期
は
？

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
や
す
い

時
期
は
、
気
温
が
低
く
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
冬
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

毎
年
十
一
月
下
旬
ご
ろ
に
発
生
し
、
十

二
月
下
旬
か
ら
三
月
上
旬
ご
ろ
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
て
、
四
月
に
は
終
息
す
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
？

　

三
十
九
度
以
上
の
発
熱
、
悪
寒
、
筋

肉
痛
な
ど
の
症
状
が
強

く
現
れ
る
と
同
時
に
、

の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
、

鼻
づ
ま
り
、
く
し
ゃ

み
、
せ
き
な
ど
、
風
邪

と
よ
く
似
た
症
状
が
現
れ
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
や
呼
吸
器
・
心
臓
な
ど
に

慢
性
疾
患
を
持
つ
人
は
、
肺
炎
を
併
発

し
て
重
症
化
す
る
こ
と
も
多
く
、
乳
幼

児
、
こ
と
に
幼
児
は
ま
れ
に
脳
炎
・
脳

症
を
起
す
こ
と
も
あ
る
の
で
十
分
な
対

策
が
必
要
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
は
効
果
が
出
る

ま
で
に
約
二
週
間
か
か

り
、
効
果
は
約
五
か
月

間
持
続
す
る
こ
と
か
ら

十
二
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
に
予
防
接
種
を

受
け
て
お
く
こ
と
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
対
す
る
予
防
の
基
本
と
い
え
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
掛
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、

毎
年
変
化
し
な
が
ら
流
行
す
る
た
め
、

そ
の
年
に
流
行
す
る
ウ
イ
ル
ス
を
予
測

し
て
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
す
。
予
防

接
種
を
受
け
て
、
十
分
な
抵
抗
力
を
付

け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
ら
…　

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
掛
か
っ
た
人
の
せ
き
な
ど
で
空
気

中
に
拡
散
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込

む
こ
と
で
感
染
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
て
き
た
ら
人
ご
み
は
避

け
た
い
も
の
で
す
が
、
な
か
な
か
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
言
え
な
い
の
が
実
情
で

す
。
そ
こ
で
次
の
五
つ
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
①
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

②
帰
宅
時
は
う
が
い
、
手
洗
い
を
し
ま

し
ょ
う
。

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
原
因
に

は
空
気
乾
燥
が
関
連
し
て
い
ま
す
の

で
、
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
っ

て
適
度
な
湿
度（
六
十
か
ら
七
十
パ
ー

セ
ン
ト
）を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

④
日
ご
ろ
か
ら
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を

取
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
十
分
な
休
養
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
掛
か
っ
た
ら
？

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
と
っ
て
も

感
染
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た

ら
、
ま
た
は

「
い
つ
も
と

体
調
が
少
し

違
う
な
」
と

感
じ
た
ら
早

め
に
受
診
を

心

掛

け

ま

し
ょ
う
。
市

販
の
風
邪
薬
は
発
熱
や
鼻
水
、
鼻
詰
ま

り
な
ど
の
症
状
を
和
ら
げ
る
だ
け
で
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
抵

抗
力
が
弱
い
た
め
に「
な
ん
と
な
く
調
子

が
悪
い
」程
度
が
急
激
に
悪
化
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
早
期
治
療
は
自
分
を
守

る
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
や
周
り
の
人

に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
う
つ
さ
な
い
と

い
う
意
味
で
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
ら
、
次
の

五
つ
を
行
い
、
早
く
元
気
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

①
医
療
機
関
で
適
切
な
治
療
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

②
安
静
に
し
て
十
分
な
睡
眠
を
取
り
ま

し
ょ
う
。

③
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

④
消
化
が
良
く
栄
養
の
あ
る
も
の
を
食

べ
ま
し
ょ
う
。

⑤
部
屋
の
温
度
は
二
十
か
ら
二
十
二

度
、
湿
度
は
六
十
か
ら
七
十
パ
ー
セ

ン
ト
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
保
健
予
防
係（　

282
局
１
７
１
１　

内
線
１
１
３
４
）
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10月５日、さわやかな秋空の下、村内の外国人と東海村国

際交流協会（木谷進会長、会員数84人）の方々が、親ぼく融和

を目的に千葉県の国立歴史民族博物館や成田山新勝寺など

への小旅行を行いました。参加者82人（うち外国人46人）

は、小グループに分かれて日本の歴史探訪や古いお寺を散

策。異文化に触れた外国人の方々は、新勝寺では「中国にも

古いお寺があり、人々の信仰を集めていて、とても似てい

る」と興味津々の様子。車中ではカラオケで盛り上がり、参加

者は楽しく充実した国際交流を図ることができたようです。

●外国人と国際交流協会の会員が小旅行

●常陸那珂港への石炭船初入港を祝った安全祈願式
９月24日、東京電力㈱常陸那珂火力建設所の「石炭荷受安全

祈願式」が、国や茨城県、隣接市町村の関係者など約120人

の参加により常陸那珂港で行われました。この祈願式は、

常陸那珂火力発電所で使用される発電用燃料の石炭をオー

ストラリアから運んだ第一船「ルビンピオニー号」（６万９千

トン）の入港を祝ったもの。常陸那珂火力発電所は、約141

万平方メートルの敷地に２基（出力・計200万キロワット）が

建設される計画で、そのうち１基については、平成15年12

月の運転開始に向け、着実に建設工事が進められています。

●本場の中国料理に触れる
「中国人講師による料理教室」が９月27日、白方コミュニティ

センター（佐藤強センター長）で開催されました。村内在住の

葛琳（クゥリン）さんと、お母さんで中国在住の朱絮　（ツ

ウーシーニン）さんの指導の下、本場のラーメンとギョーザ

の調理に挑戦した参加者25人は、自分たちで薄力粉からめ

んを打ち、エビの頭と殻からだしを取るなど、初めての経

験に少し戸惑いながらも、おいしそうな料理を作り上げて

いました。本場の中国料理に触れた参加者の一人は、「これ

なら家庭でも手軽に挑戦できます」と笑顔で話していました。
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●サツマイモの生長に歓喜した園児たち

●原子力安全モデル自治体を目指して
ジェー・シー・オー臨界事故の教訓を生かし、住民ととも

に原子力安全モデル自治体を目指す「原子力防災フォーラム」

が、９月28日には舟石川コミュニティセンターで、29日に

は村松コミュニティセンターで開催されました。２日間と

も、基調講演に引き続き、原子力事業者や村民代表など４

人によるパネルディスカッションが行われ、それぞれの立

場から今後の原子力防災や事故防止策について真剣な論議

を展開。会場を訪れた人々は、原子力と共存し安心して住

める村の将来像などについて、熱心に聞き入っていました。

●楽しんで子育てをするために
10月４日、「第15回母と子のサロン」の開講式が中央公民館

で開催されました。この事業は、初めて育児をするお母さ

んたちに、お互いを支え合う仲間をつくりながら、情報交

換や相談をするための場を提供する目的で毎年実施されて

いるもの。自己紹介で「楽しく子育てをしながら、子育てに

関して相談のできる友達をつくりたいです」などのあいさつ

をしたお母さんたちは、ティータイムを通して友達の輪を

つくり、子どもたちと一緒に「おつむてんてん」や「くまさんく

まさん」を歌いながら、楽しいひとときを過ごしていました。

東海村更生保護婦人会会長の鈴木綾子さん（舟石川在住）が、

９月に水戸市で開催された「県更生保護婦人連盟結成45周年

記念のつどい」の席上、県知事感謝状を受賞しました。これ

は、青少年の非行防止・更生を目指し、街頭啓発活動を実

施したり、子育てを支援するため「子育て十章」(チラシ)を作

成・配布したりしている同会を、長年、指導者としてけん

引してきた鈴木さんの功績が、高く評価されたもの。鈴木

さんは「思いがけない受賞で喜びに堪えません。会員の皆さ

んを代表しての受賞だと感謝しています」と話していました。

●更生保護活動に尽力した鈴木さんに県知事感謝状

10月10日、村松幼稚園（鴨志田千治園長、園児数252人）の４

・５歳児223人が、白方地区内の「ふれあい農園」でサツマイ

モ掘りを行いました。この行事は、苗植えから収穫までを

通して土に親しんでもらうとともに、植物の生長を観察す

ることで、今まで経験したことのない感動を子どもたちに

体験してもらうことを目的として、６月上旬に苗植えした

サツマイモを掘り起こしたもの。園児たちは、サツマイモ

が折れないよう手で丁寧に土をよけながら数多く掘り起

し、「大きいお芋が採れたよ」などの歓声を上げていました。
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【
俳　

句
】

鈴
虫
の
鳴
く
声
枕
夜
も
更
け
ぬ

豊
岡　

嶋　
　

恵
美

戸
口
ま
で
送
る
が
家
風
松
の
芯　

村
松　

川
﨑　

常
義

峡
ゆ
か
ば
樹
々
の
彩
り
今
朝
の
秋舟
石
川　

宮
本　
　

直

秋
彼
岸
な
に
と
は
な
し
に
も
の
哀
し
内　

宿　

渡
辺　

あ
さ

庭
灯
籠
か
こ
む
式
部
は
紫
に

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

木
槿
咲
く
だ
ま
っ
て
通
る
他
人
の
庭
南　

台　

助
川　

千
代

噺
家
の
如
し
友
逝
く
夕
月
夜　

南　

台　

藤
田
己
之
次

拾
う
手
に
銀
杏
ひ
と
つ
並
木
道　

豊
岡　

中
島
エ
ミ
子

片
減
り
の
下
駄
に
躓
く
夕
月
夜　

白
方　

柴
田　

一
声

こ
の
先
は
神
住
む
だ
け
の
黒
揚
羽村　

松　

松
本　

正
勝

人
生
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
吾
亦
紅白　

方　

根
本　

怜
子

夕
闇
に
仄
か
に
光
る
青
柿
や

白　

方　

根
本　
　

武

か
べ
に
這
う
も
み
じ
の
影
の
淡
さ
か
な

南　

台　

渋
谷
め
ぐ
み

　
　

【
短　

歌
】

小
学
生
並
と
知
り
つ
つ
投
稿
し
活
字
と
な
れ
ば
心
は
な

や
ぐ

村　

松　

花
井　

柳
子

家
毎
に
百
日
紅
の
咲
き
な
が
ら
黄
に
色
づ
き
し
稲
の
穂

の
重
し　
　

外　

宿　

高
槌　

す
み

か
な
か
な
と
は
や
秋
告
ぐ
る
蜩
の
声
か
し
ま
し
き
雨
上

が
り
の
午
後

照　

沼　

藤
井　

幸
雄

　

最
初
に
私
が
指
導
し
て
い
る
石
神
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
紹
介
を
し
ま
す
。
現
在
個

性
豊
か
な
三
十
二
人
の
団
員
で
構
成
さ
れ
、
毎
週

日
曜
日
の
午
前
中
が
練
習
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

指
導
に
当
た
っ
て
は
、
幾
つ
か
の
ポ
リ
シ
ー
が

あ
り
、
そ
れ
を
指
導
・
教
育
の
柱
に
子
ど
も
た
ち

を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
で
す
が
、
何
事
に
も
ル
ー
ル
・
マ

ナ
ー
が
あ
る
よ
う
に
、
野
球
を
指
導
す
る
以
前
に

も
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
が
あ
る
こ
と
を
教
え
ま
す
。

朝
・
帰
り
の
あ
い
さ
つ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
道
具
に

対
す
る
愛
着
心
、
親
に
対
す
る
あ
り
が
と
う
の
気

持
ち
、
そ
う
い
っ
た
も
の
が
あ
っ
て
こ
そ
楽
し
く

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
が
し
っ
か
り
身
に
付
く
こ
と
に

よ
り
、
今
後
の
成
長
に
役
立
つ
は
ず
で
す
。

　

二
つ
目
と
し
て
、
野
球
を
長
く
続
け
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
の
が
指
導
者
で
あ
る
私
の
望
み
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
野
球
が
好
き
で
練
習
を
す
る
子

ど
も
で
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
れ
に
は
や
ら

せ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
進
ん
で
行
っ
た

り
、
考
え
た
り
す
る
時
間
を
多
く
与
え
る
こ
と
に

よ
り
、
面
白
さ
も
分
か
り
、
中
学
・
高
校
で
も
野

球
を
楽
し
む
子
ど
も
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
野
球
に
対
す
る
楽
し
い
気
持
ち
が
高
ま

れ
ば
、
厳
し
さ
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
人
間
に
な
る

の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
少
年
団
で
は
完
全
燃
焼
さ

せ
な
い
の
も
指
導
教
育
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
親
と
子
ど
も
の
交
流

の
場
と
考
え
れ
ば
、
親
は
少
年
団
に
送
り
迎
え
だ

け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
そ
こ
で
、
私
は
親
に
も

ど
ん
ど
ん
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
来
て
子
ど
も
と
触
れ

合
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
だ
か
ら
三
十
二
人
の
団

員
に
一
人
も
コ
ー
チ
は
設
け
な
い
の
で
す
。
親
全

員
が
コ
ー
チ
だ
か
ら
で
す
。
親
と
の
触
れ
合
い
こ

そ
が
子
ど
も
の
教
育
に
最
適
と
考
え
ま
す
。
卒
団

し
た
団
員
や
親
が
、
練
習
・
試
合
を
見
に
来
て
く

れ
る
よ
う
な
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
大
事
で
す
。

　

石
神
の
伝
統
と
新
し
い
風
で
、
私
た
ち
で
楽
し

く
元
気
な
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
れ
る
子
ど
も
を

一
人
で
も
多
く
育
て
る
と
い
う
願
い
を
も
っ
て
、

石
神
ソ
フ
ト
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
こ
こ
に
あ
れ
!

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
る

　

石
神
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者

な
が

や
ま

ふ

じ

お

白
方　

長
山　

富
士
雄
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文
化
部
と
婦
人
部
研
修
の
金
砂
郷
そ
ば
定
食
に
舌
鼓
か

な

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

六
十
歳
す
ぎ
し
ク
ラ
ス
会
自
分
史
を
語
る
み
ず
か
ら
の

白
髪
目
だ
た
ん

内　

宿　

村
上　

文
江

夕
ち
か
く
香
り
た
だ
よ
う
き
ん
も
く
せ
い
窓
辺
に
虫
の

音
聞
き
て
わ
が
お
り

村　

松　

高
橋　

正
弘

立
冬
は
刃
の
ご
と
く
訪
れ
て
さ
ら
ぬ
別
離
に
身
構
へ
せ

し
む

南　

台　

櫛
田　

浩
平

茗
荷
の
花
咲
き
い
ん
庭
に
夕
べ
鳴
く
澄
み
し
虫
の
音
心

に
し
み
る

村　

松　

高
橋　

道
子

さ
ん
ま
焼
く
に
ほ
ひ
漂
ふ
団
地
路
地
明
日
も
晴
れ
る
か

夕
茜
雲

南　

台　

根
本
内
俊
男

空
澄
み
て
月
の
光
の
あ
か
る
き
に
一
首
作
り
て
心
な
ご

め
り

舟
石
川　

小
川
か
お
る

黄
金
の
稲
穂
に
群
れ
る
雀
ら
よ
丹
精
こ
め
た
汗
し
ら
ず

し
て

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

秋
の
日
の
わ
が
孫
娘
の
結
婚
式
一
百
余
名
の
人
に
て
楽

し　
　
　

船　

場　

中
井
川
し
げ

老
木
と
な
り
し
五
葉
の
松
な
れ
ば
し
ば
し
ば
心
配
と
夫

言
ひ
居
り

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

お
の
ず
か
ら
漂
う
香
り
此
処
に
し
て
金
木
犀
の
今
盛
り

な
り

外　

宿　

小
林
美
代
子

湯
上
り
の
ま
ま
廊
下
に
て
澄
み
と
お
る
虫
の
鳴
く
声
し

ば
し
聞
き
お
り

内　

宿　

飛
田　

静
峰

こ
お
ろ
ぎ
の
声
し
き
り
に
て
十
五
夜
の
曇
る
中
空
の
月

を
見
ん
と
居
つ

船　

場　

舛
井
庫
之
助

　
　

【
川　

柳
】

ば
れ
た
分
だ
け
は
お
詫
び
を
致
し
ま
す

南　

台　

谷　

ひ
ろ
し

　

僕
は
、
東
海
南
中
学
校
野
球
部
キ
ャ
プ
テ
ン
を

務
め
て
い
ま
す
。
部
員
は
現
在
一
年
生
が
九
人
、

二
年
生
が
十
五
人
の
計
二
十
四
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

九
月
に
行
わ
れ
た
新
人
戦
で
は
、
東
海
中
学
校

に
三
対
一
で
負
け
て
し
ま
い
、
こ
の
敗
戦
は
今
ま

で
の
試
合
で
一
番
悔
し
か
っ
た
で
す
。

　

し
か
し
、
悔
し
が
っ
て
ば
か
り
で
は
、
来
年
の

那
珂
郡
総
合
体
育
大
会
で
も
き
っ
と
同
じ
結
果
に

な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
少
し
ず
つ

変
わ
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
変
え
る
の
は
、
練
習
に
取
り
組
む
姿
勢
で

す
。
今
ま
で
は
自
分
に
甘
く
、
練
習
に
手
を
抜
い

て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

も
っ
と
気
合
を
入
れ
て
練
習
し
た
い
で
す
。

　

次
は
、
こ
の
こ
と
を
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
み
ん

な
に
伝
え
、
チ
ー
ム
全
体
の
意
識
を
変
え
た
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
日
々
の
練
習
で
は
、
ど
ん
ど

ん
声
を
掛
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
の
自
覚
を

強
く
持
ち
、
も
っ
と
、
指
導
力
と
決
断
力
を
持
ち

た
い
で
す
。

　

し
か
し
、
心
配
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

練
習
時
間
で
す
。
い
つ
も
は
一
、
二
時
間
あ
る
練

習
時
間
が
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
す
ぐ
に
日
が

暮
れ
て
し
ま
い
、
四
十
五
分
く
ら
い
し
か
と
れ
な

い
の
で
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
、
短
時
間
で

し
っ
か
り
と
し
た
練
習
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

最
近
で
は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
も

少
な
い
投
球
数
で
集
中
し
て
行
い
、
効
率
の
よ
い

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
で

は
対
戦
式
リ
レ
ー
を
行
い
、
楽
し
み
な
が
ら
体
力

づ
く
り
、
脚
力
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
実
践
し
て
、
来
年
六
月
に
あ

る
最
後
の
大
会
の
那
珂
郡
総
合
体
育
大
会
で
は
、

新
人
戦
の
よ
う
な
悔
し
い
思
い
を
し
な
い
よ
う

に
、
一
つ
一
つ
の
試
合
を
大
事
に
プ
レ
ー
し
て
、

一
つ
で
も
多
く
勝
ち
た
い
で
す
。

　

で
も
、
決
し
て
勝
つ
こ
と
だ
け
に
集
中
し
な
い

で
、
野
球
を
楽
し
む
こ
と
も
忘
れ
ず
に
、
や
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

野
球
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

　

東
海
南
中
学
校
二
年

　

野
球
部
キ
ャ
プ
テ
ン

て
る

ぬ
ま

し
ゅ
う

た

舟
石
川　

照
沼　

秀
太

青少年
今どきの
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毎
月
高
齢
者
の
皆
さ
ん

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
て

い
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今

回
は
、
高
齢
者
自
身
の
生

き
が
い
を
高
め
健
康
づ
く
り
を
進
め
る
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
に
よ
る
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る「
東
海

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

東
海
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

高
齢
者
か
ら「
も
う
一
度
生
き
が
い
の
あ
る
活
動
が
し

て
み
た
い
」と
か
、「
住
ん
で
い
る
地
域
に
貢
献
で
き
る
団

体
は
な
い
の
か
」と
の
声
を
耳
に
し
ま
す
。

　

東
海
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
は
、
現
在
千
八

十
五
人（
女
性
六
割
・
男
性
四
割
）、
春
夏
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
歩
く
会
等
の
健
康
増

進
事
業
、
芸
能
発
表
会
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
研
修
旅
行

等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ

い
事
業
、
女
性
に
よ
る
手
芸
教
室
・
料
理
教
室
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
海
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
村
内
各
地
区
に
あ

る
二
十
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
で
も
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
各
種

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
六
十
歳
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
入
会
で
き
ま
す
。
長
年
養
っ
た
知
識
・
経
験
を
生

か
し
て
地
域
社
会
活
動
を
担
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

申
し
込
み
・
問
合
せ

　

福
祉
部
福
祉
課
高
齢
福
祉
室
高
齢
福
祉
係（　

282
局
１

７
１
１　

内
線
１
１
６
３
）ま
た
は
東
海
村
社
会
福
祉
協

議
会（　

282
局
２
８
０
４
） ８８８８８

　バリ島の文化にひかれて、神々にささげる

祭りや祈り、舞などを描く中で、ヒンズー遺

跡に巡り合い、叙事詩「ラーマーヤナ」のレ

リーフを背景に自分の思いを重ねながら描い

た作品を展示します。ぜひご覧ください。

　二紀展、新構造社展、春陽会展等で活躍し

ている17人による会派を超えた油絵展です。

作品は、50号から150号の大作30点余りで、独

創性を重視した作品を発表します。どうぞご

来場ください。

　ＪＲ東海駅舎１階で、平成11年度から開講

している「彫刻講座」の受講生作品展です。ブ

ロンズ、石こうを素材にした作品約20点と、

作品の元となったデッサンも展示し、３年間

の制作研究の成果を発表します。

　出品者それぞれの感性豊かな展示会です。

この中には中央展で頑張っている仲間がい

て、良い意味で活性化になっています。大小

の作品は出品者の１年の締めくくりであり、

１点１点楽しむことができると思います。

12
月
８
日
（
日
）
～
12
月
14
日
（
土
）

11
月
24
日
（
日
）
～
11
月
30
日
（
土
）

照沼恵子展 彫刻講座作品展～手づくりのブロンズ

創樹会展 墨游展

12
月
１
日
（
日
）
～
12
月
７
日
（
土
）

11
月
17
日
（
日
）
～
11
月
23
日
（
土
）
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年
金
教
育
資
金
貸
付
制
度　

　

こ
の
貸
付
制
度
は
、
国
民
年
金
に
十
年
以
上
加
入
し

て
い
る
方
が
、
入
学
金
や
在
学
中
の
教
育
費
を
低
利
で

借
り
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
融
資
金
額
は

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き
五
十
万
円
で
、
返
済
期
間
は

十
年
以
内
で
据
置
期
間
は
在
学
期
間
内
で
す
。
ご
利
用

さ
れ
る
方
は
、
茨
城
県
住
宅
年
金
福
祉
協
会（　

225
局
２

９
４
６
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
資
金
貸
付
制
度

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
三
年
以
上
納
付
し
て
い
る
被

保
険
者
が
、
本
人
が
所
有
し
居
住
す
る
住
宅
を
新
築
・

購
入
・
改
良
す
る
場
合
に
、
住
宅
金
融
金
庫
の
上
乗
せ

分
と
し
て
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
融
資
額
は
加
入
期

間
お
よ
び
納
付
月
に
よ
り
、
百
万
円
か
ら
四
百
十
万
円

に
な
り
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
住
宅
金
融
公
庫

を
取
り
扱
っ
て
い
る
金
融
機
関
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
と
税
の
控
除
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
今
年
納
め
た
分
が
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
、
全
額
が
所
得
税
や
住
民
税
の
課
税
対

象
の
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な

お
、
従
来
、
村
が
発
行
し
て
い
た
納
付
額
証
明
書
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
よ
り
国
が
国
民
年
金
保
険
料
を
徴
収

す
る
こ
と
に
伴
い
、
水
戸
北
社
会
保
険
事
務
所
が
発
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
年
金
係（　

282
局
１
７
１
１　

内

線
１
１
３
７
）

教
育
資
金
や
住
宅

資
金
等
の
融
資
制
度

たんぽぽの会による
読み聞かせ
　毎週土曜日（第５土曜日を除

く）の午後２時から、おはなし

コーナーで実施しています。

休館日
11月11日（月）・18日（月）・23日(土）・

　　25日(月）・29日（金）

12月２日（月）・９日(月）（改修工

事のため、休館日が変更するこ

とがあります）

心
に
残
っ
た
一
冊
の
本

『
イ
ギ
リ
ス
人
は
理
想
が
お
好
き
』

著
者
／
緑
ゆ
う
こ　

出
版
社
／
紀
伊
国
屋
書
店

　

緑
さ
ん
は
イ
ギ
リ
ス
人
と
結
婚
し
、
夫
の
両
親
と
イ

ギ
リ
ス
に
住
ん
で
十
年
…
。
英
国
籍
を
取
得
で
き
る
の

だ
が
取
得
せ
ず
に
、
日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
大
事
に

持
っ
て
い
る
。
隣
人
は「
ど
う
し
て
英
国
籍
を
取
っ
て
親

兄
弟
を
呼
び
寄
せ
な
い
の
？　

難
民
は
み
ん
な
そ
う
し

て
い
る
の
に
」と
不
思
議
そ
う
に
い
う
。
普
通
の
イ
ギ
リ

ス
人
は
日
本
が
ど
こ
に
あ
る
か
も
知
っ
ち
ゃ
い
な
い
。

緑
さ
ん
は
思
う
。「
わ
た
し
ゃ
、
日
本
人
で
結
構
、
イ
ギ

リ
ス
が
そ
ん
な
に
い
い
国
か
い
。
」観
光
客
に
は
見
え
な

い
イ
ギ
リ
ス
の
秘
密
が
い
っ
ぱ
い
の
本
。
読
み
終
わ
る

と
日
本
の
こ
と
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

（
書
評
／
堀
井
ち
か
子
さ
ん
）

秋
の
夜
長
に
録
音
図
書
は
い
か
が
？

　

図
書
館
に
所
蔵
し
て
い
る
Ｃ
Ｄ
や
カ
セ
ッ
ト
は
、
音

楽
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
落
語
や
歌
舞
伎
、
詩
や
文
芸

作
品
等
を
朗
読
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
所
蔵
数
は
約

八
百
点
ほ
ど
で
す
。
ど
う
ぞ
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
最
近
入
っ
た
録
音
図
書
Ｃ
Ｄ

　

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
落
語
名
人
選
」…
五
代
目
柳
家
小
作

　

「
怪
談
ば
な
し（
一
～
九
）」…
五
代
目
三
遊
亭
円
楽
作

　

「
嘘
じ
ゃ
と
て
」…
澤
田
ふ
じ
子
作

　

「
芸
者
変
転
」…
池
波
正
太
郎
作（
他
七
点
）

　

「
目
龍
こ
と
は
じ
め
」…
平
岩
弓
枝
作（
他
二
点
）

　

「
紅
梅
」…
安
西
篤
子
作（
他
二
点
）

　

「
三
年
坂
」…
伊
集
院
静
作（
他
一
点
）

　

「
は
な
の
便
り
」…
乃
南
ア
サ
作（
他
一
点
）

　

「
雪
明
り
」…
藤
沢
周
平
作（
他
一
点
）

　

「
箱
の
中
」…
阿
刀
田
高
作（
他
二
点
）

改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

　

昨
年
度
の
改
修
に
引
き
続
き
、
第
二
期
改
修
工
事
を

行
う
予
定
で
す
。
今
回
は
、
よ
り
使
い
や
す
い
図
書
館

を
目
指
す
た
め
、
参
考
図
書
室
お
よ
び
郷
土
資
料
室
の

仕
切
り
壁
の
撤
去
と
、
そ
れ
に
伴
う
図
書
資
料
の
管
理

の
た
め
に
ブ
ッ
ク
デ
ィ
デ
ク
シ
ョ
ン（
出
入
り
口
ゲ
ー
ト
）

の
設
置
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
貸
出
禁
止
の
本

を
館
内
で
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
工

事
に
よ
る
休
館
の
期
間
は
、
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
は
な
し
隊「
ブ
ッ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
」が
や
っ
て
く
る

　

わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
本
を
い
っ
ぱ
い
積
ん
だ「
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
」が
図
書
館
に
や
っ
て
き
ま
す
。
二
歳
か
ら

七
歳
児
ぐ
ら
い
を
対
象
に
、
楽
し
い「
お
は
な
し
会
」も
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日　
　

時

十
二
月
一
日（
日
）　

午
前
十
時
～
十
一
時

●
場　
　

所

図
書
館
前
駐
車
場
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11・10号／お知
ら
せ

アップ／Nov.

ピ
ッ
ク

世帯数

総人口

　男　

　女

世帯

人

人

人

平成14年10月1日現在

前月比

　＋20

＋29

＋29

±　0

12,478

34,885

17,575

17,310

●期　　日 平成15年１月13日（月）　

●場　　所 歌舞伎座

●定　　員 先着40人（１人につき２名分まで申

し込むことができます）

●参 加 費 21,000円／人

●申し込み 11月24日（日）の午前９時から東海文

化センター窓口で受け付けます。なお、窓口販

売で残券があった場合のみ、11月24日（日）の午

後１時から電話で受け付けます。

●問 合 せ （財）東海村文化・スポーツ振興財団

（東海文化センター内）

　健康体操などをしながら楽しく仲間づくりを

しましょう。お気軽にご参加ください。

■日 程 等

■時　　間 午前10時～午後２時30分

■対　　象 60歳以上の①一人暮らし②高齢者

世帯③昼間独居――の方などのうち、介護保

険の保険給付を受けていない方

■内　　容 健康相談、健康体操、趣味活動など

■参 加 費 実費負担

■そ の 他 初めて参加する方は事前に申し込

みが必要です。また、移送サービスボラン

ティアによる送迎サービスがありますので、

ぜひご利用ください。

■申し込み・問合せ 福祉部福祉課高齢福祉室

高齢福祉係（内線1163）

期日
11月５日（火）
11月８日（金）
11月15日（金）
11月18日（月）
11月21日（木）
11月26日（火）

生きがい活動支援通所事業

場所
石神コミュニティセンター
村松コミュニティセンター
中丸コミュニティセンター
白方コミュニティセンター
真崎コミュニティセンター
舟石川コミュニティセンター

●期　　日 第１回…11月27日（水）、第２回…12

月４日（水）

●時　　間 午前10時～午後２時30分

●場　　所 ひたちなか保健所および各施設

●対　　象 精神保健福祉活動に関心のある方

●内　　容 第１回…講義、第２回…実習、体験

報告および意見交換会

●申し込み・問合せ 11月22日(金)までに、ひ

たちなか保健所健康指導課(　265-5647)へ申し

込みください。

歌舞伎鑑賞バスツアー
参加者募集!

募集します!
東海村環境監視員
　村の美しい自然を守るために、ごみの不法投棄

などを監視するボランティアを募集します。

●申し込み・問合せ 11月29日（金）までの土・

日曜日、祝日を除く午前８時30分から午後５時

までに経済環境部環境保全課環境保全係（内線

1452）へ申し込みください。

参加者募集!
こころの健康ボランティア

中央公民館自主グループ
英会話を楽しむ会会員募集
■活 動 日 毎週火曜日

■時　　間 午後７時～８時30分

■場　　所 中央公民館

■対　　象 多少、英会話のできる方

■会　　費 3,000円／月

■講　　師 ケン・ハーベンスさん

■申し込み・問合せ 吉崎ちえみさん（　2 8 2 -

7659）
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生活ダイヤル●主な施設の電話番号

防災行政無線放送テレホンサービス

東海村合同庁舎(会議室の予約等)

東海村中央公民館

東海村立図書館

東海村青少年センター

東海村総合体育館

東海スイミングプラザ

東海村テニスコートクラブハウス

東海文化センター

東海ステーションギャラリー

東海村立東海病院

東海村保健センター

東海村清掃センター

東海村老人福祉センター｢みどり荘｣

(社福)東海村社会福祉協議会

０１２０－４２－４８４８

２８３－３３４４

２８２－３３２９

２８２－３４３５

２８２－７０４９

２８３－０６７３

２８７－０８０７

２８２－８５７１

２８２－８５１１

２８７－３６８０

２８２－２１８８

２８２－２７９７

２８２－７２８９

２８２－４３００

２８２－２８０４

東海村姉妹都市交流会館

東海村心身障害者福祉センター｢はまざく｣

東海村（基幹型）在宅介護支援センター

東海村在宅福祉サービスセンター

東海村訪問看護ステーション

(社)東海村シルバー人材センター

(財)東海村開発公社

ひたちなか西警察署東海地区交番

東海郵便局

ＪＲ東日本東海駅

常陸海浜広域斎場

救急病院の案内

東海村石神外宿浄水場

(土・日曜日・祝日の断水等の連絡)

小・中・高校生のための心の悩み電話相談室

(毎週金・土曜日　午後3時30分～7時)

２８２－０５３５

２８２－４５９９

２８７－２５１６

２８３－４３４４

２８３－４８３６

２８２－３４４６

２８４－０３３５

２８７－０１１０

２８２－２００１

２８２－２００８

２６５－７１９１

２４１－４１９９

２８２－２０３８

２８２－９２００

２８２－７０７０

救急医療情報コントロールシステム

東海村消防本部・消防署

東海村役場 ２８２－１７１１

　先日の台風21

号の影響によ

り、村内でも倒

木等が道路をふ

さぎ、通行止め

となった個所が

多くありまし

た。樹木の伐採

や枝払いは、基

本的に地権者が行うことになっていますので、樹

木が道路の路面上に出ていて通行に支障があると

きは、村から地権者に連絡し、伐採および撤去を

お願いしています。ただし、倒木等が道路をふさ

いでいるなど、安全に通行することができないと

判断されるときや、道路としての機能を損なって

いるような緊急時には、やむを得ず村で伐採させ

ていただく場合があります。その際は、伐採後に

地権者へ連絡し、撤去をお願いしています。皆さ

んが、常に安全で安心して通行できる道路にする

ため、地権者の皆さんには、日ごろから見回りを

行い、樹木の伐採や枝払いをしていただくよう、

ご協力をお願いします。

■問 合 せ 建設部建設課管理係（内線1244）

道路隣接地権者の皆さんへのお願い

　弁護士および税理士各１人が待機し、皆さまか

らのさまざまなご相談に応じます。この機会に、

ぜひご利用ください。

■期　　日 11月12日（火）　

■時　　間 午前10時～午後３時

■場　　所 中央公民館

■そ の 他 法律相談は先着８人程度

■問 合 せ 関東信越税理士会太田支部（　276-

2467）

法律および税金のよろず相談会

参
加
費

無
　
料
ミュージアムパーク茨城県自然
博物館イベント参加者募集

かやぶき屋根のひみつ発見!
　日本の風土に最も適しているといわれるかやぶ

き屋根について、屋根の特徴や材料に使われてい

るカヤとは何かを、企画展のシンボルとして展示

してあるかやぶき屋根を見学しながら、分かりや

すく説明します。

■日　　時 11月17日（日）　午後１時～３時

■場　　所 博物館１Ｆ講座室、企画展示室

■対　　象 小学４年生以上（先着40人）

■申し込み 事前に電話または博物館ホーム

ページから申し込みください。
クリスマスツリーをつくろう

　一足早いクリスマス気分が味わえる、クリスマ

スツリーを作ってみませんか。作品は記念に持ち

帰れます。

■日　　時 11月23日（土）①午前10時30分～正午

　②午後２時～３時30分

■場　　所 博物館１Ｆスタディールーム
■対　　象 主に幼児・小学生向け

■申し込み 当日、スタディールーム前で開
始１時間前から30人程度まで受け付けます
が、応募者多数の場合は抽選となります。

申し込み・問合せ

　ミュージアムパーク茨城県自然博物館（岩井市

大崎700　常磐自動車道谷和原Ｉ・Ｃから20分　

　0297-38-2000　ホームページアドレスhttp://

www.nat.pref.ibaraki.jp/）へ申し込みください。

■日　　時 11月17日（日）　午前10時出発

■集合場所 ＪＲ下小川駅

■内　　容 盛金富士（那珂郡山方町大字盛金）

を約３時間かけて歩きます。

■そ の 他 歩きやすい服装でお弁当・飲み物

を持参してください。

■申し込み・問合せ 茨城県大宮地方福祉事務

所（　0295-52-0378）

秋の自然を楽しむ里山歩き参加者募集参
加
費

無
　
料

費

用

無
　
料
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 期日

３日（日）

４日（月）

10日（日）

17日（日）

23日（土）

24日（日）

病医院名

東海病院

東原クリニック

東海クリニック

東海病院

尾形医院

武藤小児クリニック

電話番号

282-2188

283-2301

283-1711

282-2188

282-4781

282-7722

診療時間

問 合 せ■期　　日 11月17日（日）

■時　　間 午前10時～11時30分

■場　　所 舟石川コミュニティセンター

■対　　象 村内在住の方

■入 場 料 無料

■講　　師 廣瀬誠さん（茨城県環境アドバイ

ザー）

■問 合 せ 教育委員会社会教育課生涯学習係

（内線1424）

●対　　象　生後３か月から48か月までの乳幼児

●日　　程

●注意事項　　48か月までに一度受けていれば必

要ありません。　副腎皮質ホルモン剤を使用し

ている方は、医師の確認を取ってください。　

当日は自宅で体温を測り、母子健康手帳を忘れ

ずにお持ちください。

●問 合 せ 福祉部保健年金課保健予防係（内線

1135）

ツベルクリン反応検査と
ＢＣＧ接種

日　　時

ツベルクリン反応検査

11月18日（月）

13：00～13：45

判定およびＢＣＧ

11月20日（水）

13：00～13：45

ツベルクリン反応検査

11月19日（火）

13：00～13：45

判定およびＢＣＧ

11月21日（木）

13：00～13：45

場　所

保　　健

センター

保　　健

センター

対象区域

内宿、白方、百塚、豊白、県営東
海ＡＰ、冨士の腰住宅、竹瓦、亀
下、荒谷台住宅、外宿、滝坂社
宅、長堀住宅、県営石神ＡＰ、須
和間、照沼、緑ヶ丘、南台、豊
岡、岡、サイクル機構箕輪、サイ
クル機構太田、サイクル機構百塚

舟石川、舟石川中丸、船場、
真崎、宿、川根、押延、晴嵐
荘官舎

「むし・むし・虫…生きている」講演会のお知らせ

　井戸水を公共下水道に流しているご家庭の下水

道料金は居住人数によって算定されます（上水道

を併用している場合は、上水道分の実使用量と居

住人数による井戸水算定水量の合算による）の

で、居住人数に変更があった場合は、建設部下水

道課備え付けの「公共下水道使用居住人数変更

届」、また公共下水道に接続している井戸を廃止

した場合は「公共下水道使用井戸廃止届」を提出し

てください。皆さんのご協力を、よろしくお願い

します。

●問 合 せ 建設部下水道課業務係（内線1222）

井戸水を公共下水道に流している、または公共
下水道に接続している井戸を廃止した方へ 　写真連盟では、秋の会津高原「下郷村観音沼・

大内宿」の写真展を行います。那須連山の裏側に

位置し、ひっそりと神秘的なムード漂う「観音

沼」の紅葉風景と、江戸時代の宿場の姿を今に残

す「大内宿集落」の風景をカメラに納めてきまし

た。ぜひ、ご鑑賞ください。

■期　　間 11月24日（日）～12月１日（日）　※

11月25日（月）を除く

■時　　間 午前９時～午後５時（最終日は午後

２時まで）

■場　　所 舟石川コミュニティセンター

■問 合 せ 中庭国雄さん（東海村写真連盟事務

局　　283-1245）

東海村写真連盟写真展を開催します

　今回で８回目を迎える「東海Ｉ～ＭＯのまつ

り」は、村の特産品である「サツマイモ」を主役と

するお祭りです。「いも菓子実演試食コー

ナー」、「東海風お好み焼きコーナー」や、秋の味

覚であるサツマイモを収穫する「いも掘り探検

隊」、イモのつかみ取りをする「ジャンジャンど

り」、またイモを入れたなべ料理「ふるさと鍋料

理」や「キャラクターショー」などイベント盛りだ

くさんで行われます。ぜひ、ご来場ください。

■期　　日 11月23日（土）

■時　　間　午前９時～午後３時30分

■場　　所　東海文化センター

■問 合 せ 東海Ｉ～ＭＯのまつり運営協議会

（経済環境部経済課内　内線1438）

第８回東海Ｉ～ＭＯのまつり

■日　　時 11月16日（土）

■時　　間 午前10時～午後３時

■内　　容 施設見学、実験教室、子ども広

場、映画上映会などが行われます。

■問 合 せ 日本原子力研究所庶務課（　282-

6045）

日本原子力研究所施設公開

午前９時30分～正午、午後１時～２時

救急医療情報コントロールシステム(　241-4199)
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◆期　　日 11月16日（土）・17日（日）

◆時　　間 午前９時～午後３時

◆場　　所 高萩市市民体育館（高萩市高萩17-

4）、高萩市中央公民館（高萩市高萩17-3）など

◆内　　容 農林・畜産物や商工業品、工芸

品、食料品等の展示即売、常陸牛コーナー、

モンキーパフォーマンスなど

◆問 合 せ 産業祭実行委員会事務局（高萩市商

工観光課内　　0293-23-7316）

～恋する・シネマミュージック～

　「ひまわり」、「エデンの東」、「シェルブールの

雨傘」など、懐かしく、そしてちょっと切ない映

画を美しい音色でよみがえらせます。

◆期　　日 12月21日（土）　午後２時開演

◆場　　所 ゆうゆう十王Ｊホール（十王町友部

2088-1）

◆入 場 料 一般…2,000円　ペア…3,500円　

高校生以下…1,000円

◆問 合 せ ゆうゆう十王Ｊホール（　0293-32-

7111）

　藤井香織(フルート)＆藤井裕子（ピアノ）姉妹に

よるリサイタル。皆さんお誘い合わせの上、ぜ

ひご来場ください。

◆期　　日 平成15年１月18日（土）　

◆時　　間 午後３時開演

◆場　　所 パルティホール（常陸太田市中城

3210）

◆入 場 料 一般…2 , 0 0 0円　高校生以下…

1,000円

◆問 合 せ パルティホール（　0294-73-1234）

高萩市●第23回高萩市産業祭

十王町●Ｊホールの催し物

常陸太田市●ニューイヤーデュオ・リサイタル

■期　　日 11月17日（日）　※小雨決行　

■時　　間 午前10時～午後３時30分

■場　　所 東海文化センター

■内　　容 模擬店、ステージ発表、チャリ

ティーバザー、各種演芸大会、お楽しみ抽選

会、村長講演など

■問 合 せ 幸の実園（　282-0644）

「第17回さちのみ祭」開催!
「県民の日」inこどもの城
■期　　日 11月13日（水）

■時　　間 午前10時～午後３時

■場　　所 県立児童センターこどもの城（大洗

町磯浜町8249-4）

■内　　容 手品、竹とんぼつくり、けん玉・

べーゴマ遊びなど

■入 場 料 無料

■問 合 せ 県立児童センターこどもの城（　

266-3044）

～ぜひご来場ください～

■期　　日 11月30日（土）　※雨天時は12月１

日（日）に順延となります。

■時　　間　午前10時～午後３時

■場　　所　東海文化センターほか

■内　　容 ステージコーナー…手話による

歌・コンサート　ふれあい広場…竹細工や伝

承遊び、車いす・アイマスク体験など　販売

コーナー…バザー、福祉施設による作品販売

とフリーマーケット　模擬店コーナー…焼き

そば・綿菓子など　展示コーナー…ボラン

ティア活動紹介と小学生福祉イラスト

■問 合 せ 社会福祉協議会ボランティアセン

ター(　283-4538)

第７回ふれあい福祉まつり

ミュージカル「アルプスの少女ハイジ」
■日　　時 １月18日（土）

■時　　間 午後２時30分

開場　午後３時開演

■場　　所 東海文化セン

ター

■入 場 料 大人1,000円、

小人（中学生以下）500円（※当日は200円増し）

■出　　演 相本久美子、劇団イマジンほか

■そ の 他 託児サービス（要予約）があります

ので、ご希望の方は１月11日（土）までに申し込

みください（※1,000円／人）。

■申し込み 11月16日（土）の午前９時から東海

文化センター窓口で受け付けます。なお、窓口

販売で残券があった場合のみ、11月16日（土）午

後１時から電話で受け付けます。また、団体

（30人以上）については、11月10日（日）から15日

（金）の間、10パーセント引きでチケットを発売

しますので、ぜひ、この期間にお買い求めくだ

さい（※団体申込者の座席については（財）東海

村文化・スポーツ振興財団に一任となります）。

■問 合 せ （財）東海村文化・スポーツ振興財

団（東海文化センター内）

～ひろげよう　ふれあいの輪～
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夢は…。“獣医”
まえ だ さ き

照沼小学校４年●前田　早希

　私の夢は、獣医になることです。

　獣医になりたいと思った訳は、以前、けがをして弱っ

ていたスズメを助けたことがあるからです。スズメに手

当てをしてあげたら、とても元気に飛び立っていきまし

た。そのとき、命を助けてあげて、とてもいい気持ちが

しました。

　もう１つの訳は、動物のことが好きだからです。私に

は、ゴンという愛犬がいて、毎日かわいがっています。

　私は今、獣医になるために、図鑑を基に、犬のことを

調べたり、近くの動物病院に行って話を聞いたりしてい

ます。

　私が獣医になれたら、犬だけでなく、ほかの動物も助

けてあげたいです。

　そのためにもたくさん勉強をして、みんなに「ありが

とう」と言ってもらえるような、獣医になりたいです。

　

おお ぶ か な

大部花菜ちゃん●

　

Dream-20

舟石川
幼稚園

おいもほり
　幼稚園で芋掘りをしたときの様子
をかいてくれた花菜ちゃん（５歳）。
　土にまみれながら、大きなお芋を
１本、中ぐらいのを３本掘り起こし
た花菜ちゃんは、「お家に持って帰っ
て、てんぷらにして食べたよ」と元気
よく笑顔で話してくれました。

〈東海村公式ホームページアドレス〉　　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/home/

　

「
お
っ
ぱ
い
だ
と
丈
夫
な
子
に
育
つ
」

と
い
う
こ
と
で
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た

ら
、
母
乳
で
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
出
産
前
は
、
子
ど
も
を
産
め
ば

だ
れ
で
も
お
乳
は
出
る
も
の
だ
と
考
え

り
ょ
う
す
け

て
い
ま
し
た
が
、
長
男
・
遼
介（
二
歳
四

か
月
）を
出
産
し
て
二
週
間
く
ら
い
は
、

お
乳
が
思
う
よ
う
に
出
な
く
、
し
ば
ら

く
は
ミ
ル
ク
と
混
合
で
育
て
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
親
せ
き
に
母
乳
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
受
け
る
と
お
乳
の
出
が
よ
く

な
る
と
い
わ
れ
、
二
回
程
度
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
か
ら
は
母

乳
だ
け
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ミ
ル
ク
だ
け
だ
と
腹
持
ち
が
い
い
の

で
、
授
乳
間
隔
は
二
、
三
時
間
置
き
に

な
る
の
で
す
が
、
母
乳
な
の
で
三
十
分

置
き
に
「
お
腹
が
す
い
た
ー
」
と
泣
か
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

二
十
四
時
間
子
ど
も
に
べ
っ
た
り
と
な

り
、
ス
ト
レ
ス
に
感
じ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　

遼
介
は
九
か
月
に
入
っ
て
、
あ
る
日

を
境
に
母
乳
を
ま
っ
た
く
飲
ま
な
い
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
乳
腺
炎
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
母
乳
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け

て
、
残
り
の
お
乳
を
出
し
切
っ
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
古
い
お
乳
が
た
ま
っ

て
い
た
よ
う
で
し
た
。
き
っ
と
母
乳
が

お
い
し
く
な
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

幸
か
不
幸
か
、
う
ま
く
乳
離
れ
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
が
、
こ
の
突
然
の

乳
離
れ
に
、
私
は
少
な
か
ら
ず
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。まさ
ひ
ろ

　

現
在
、
次
男
・
雅
裕
（
七
か
月
）
に
は

離
乳
食
と
平
行
し
て
母
乳
を
飲
ま
せ
て

い
ま
す
。
二
人
目
は
忙
し
い
の
で
、

き
っ
と
母
乳
の
出
が
悪
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

の
と
こ
ろ
順
調
で
す
。
今
で
は
、
古
い

お
乳
が
残
ら
な
い
よ
う
に
、
飲
ま
せ
た

あ
と
時
間
が
許
す
限
り
「
あ
と
し
ぼ
り
」

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
に
二
回
母

乳
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。
乳

質
が
食
べ
物
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ

と
も
分
か
っ
て
き
た
の
で
、
今
は
あ
っ

さ
り
し
た
和
食
中
心
の
食
事
を
心
掛
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
母
親
は
、
母
乳
を
あ
げ
た
く
て

も
出
な
か
っ
た
の
で
、
仕
方
な
く
あ
き

ら
め
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は

幸
運
に
も
母
乳
が
出
る
の
で
、
こ
の
ま

ま
母
乳
育
児
に
励
ん
で
い
き
た
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